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東京商会は国内だけでなく、中国やアメリカなど海外進出も果たしている。そのため、日本から出向や転勤で海外勤務になる社員も多いそうだ。

しかし、海外にいるとなかなか本社の動きが見えにくく、お互いが今どんなことをしているのかが見えにくい。

情報が入ってこないと、向かう方向性が変わってしまい、思わぬところで溝が出来てしまう可能性も出てきてしまう。

東京商会では国内と海外を結ぶツールとして「サイボウズ Office」と「サイボウズ リモートサービス」を利用して、この問題点を解決している。

「サイボウズ リモートサービス」は、外出先や自宅のパソコンから安全に「サイボウズ Office」をはじめとした、サイボウズ製品にアクセスするこ

とができるサービスだ。

携帯電話やインターネット環境のある場所ならば、どこからでもアクセス可能である。

つまり「サイボウズ リモートサービス」を利用することで、世界中どこにいても「サイボウズ Office」にアクセスすることが可能になるのだ。

「国内と海外をサイボウズ(Office)で繋ぐことで、お互いの動きがよく見えるようになり、離れていても一体感を持てるのが良いですね。」(野本氏)

また、出張の際にも「サイボウズ リモートサービス」を使って、リアルタイムに「サイボウズ Office」に集約した情報を確認することが出来る。近

年、東京商会は国内外問わず拠点を増やして幅広い活動を行っているため、各拠点間での行き来も多く発生してくる。

今後もチームワークの要として、「サイボウズ リモートサービス」が活躍するであろう。

 

▲管理本部 システム担当

  左近 貴也 氏

「サイボウズ デヂエ」でより業務を効率的に

東京商会では、約2ヶ月前に「サイボウズ デヂエ」を新規導入した。

「サイボウズ デヂエ」は誰でも簡単にカスタマイズできるWebデータベースソフトだ。

例えばExcelで管理している情報を、そのまま「サイボウズ デヂエ」に取り込み、Webブラウザで直接情報を閲覧・更新することもできる。

同社では今まで、ExcelやAccessなどで管理しているデータを共有フォルダに保存して共有するための設定をしたり、共有のためのプログラムを組んだ

りしていたが、メンテナンスに手間がかかるため、以前から新システムの導入を検討していたという。

「まず、インターネットが繋がる環境であればいつでもどこでも情報を閲覧・編集が出来る点が非常に便利だと思います。あと、デヂエは細かくセキ

ュリティの設定を付けられるところも魅力的です。ファイル項目だけは一部の人にしか見られないように設定することもできますよね。

Excelだと作りこまなければならない部分も、デヂエなら本当に簡単にできます。」(野本氏)

まだ導入してから日が浅いが、すでに総務部門で「契約書管理」や「備品管理」を「サイボウズ デヂエ」で運用し始めているそうだ。実際に利用して

いる総務部門の方たちも、徐々に「サイボウズ デヂエ」を使いこなしてきているという。

現在デヂエのライブラリを作成・管理しているのはシステム担当の左近氏。

実際にデヂエを運用してみての感想を尋ねたところ

「導入直後は少し抵抗があったのですが、実際に使ってみると難しいことは特にありませんでした。もともと使っていたExcelのファイルをCSVファイ

ルにしてそのまま取り込むことができるので、ライブラリを作るのも楽ですね。」(左近氏)

と話していた。 

全く新しいシステムを入れるとなると、覚えることが増えたり、そのシステムにあった環境の構築をする必要がある場合

も多い。システム担当者の負担も少なからず発生するだろう。

しかしそんな中で担当者の負担を最小限に抑えられるということは、確かなコスト削減に繋がるのではないだろうか。

最後に、今後のサイボウズ製品に期待することや、運用の構想などを聞いた。

「デヂエに関しては、今後もっと色々なシーンで活用していきたいと考えています。今は色々アイデアを練っている状態

です。営業部や他の部署でも活用していきたいですね。」(野本氏)

今後、東京商会で「サイボウズ Office」と「サイボウズ デヂエ」のコラボレーションが、どのような形で効果を発揮し

ていくのか。是非ともまた、詳しい話を聞きたいところである。

本社と海外を繋ぐグループウェアで「離れていても一体感」を

今後の展望
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